



























































科学省 2008 : 4）とする，問題を抱える児童・生徒に直接的に関わる教師や保護者をエンパワメ
ント3）し，コンサルテーションすることで間接的に当該児童・生徒の支援を行うべきする考え方
と，ケースによっては，むしろ積極的に「節度ある押しつけがましさ」または「節度ある強引さ」
（田嶌 1998b : 417-428）により，SSWのベースとなるソーシャルワーカーとしての専門性を活か
して，虐待や非行など当事者に問題意識のない事例でも，ニーズとして支援が必要な事例には積










































（Johnsonら 1984 ; 15-56）。梅山・撫尾（2012）は，協同学習が児童の自己肯定感・社会的スキル・
相互作用を高めるのに効果があるとしており，本ケースの学習支援はソーシャルワークにおける
グループワーク（集団援助技術）として実施された。
学習支援は原則毎週火曜日，放課後の 16 : 00～18 : 00の 2時間を基本とし，200X年 7月から














































































































































































































































































































































































よる直接援助のデメリットとメリットとして，それぞれ 4点を挙げる（表 1 :「SSWrによる直接
援助のデメリットとメリット」参照）。
支援関係者によるケース会議におけるコンサルテーションも SSWの主要な業務ではあるけれ













































































































 1） 筆者自身の SSWの実践に基づく知見のほか，筆者の所属する SSWrのスキルアップを目的と
した研修の場において，実施の是否が問題となっている。







れる。」（山縣文治，柏女ら : 2013）と定義されており，「積極的接近法（positive approach）」
とも呼ばれるソーシャルワークの一援助手法である。
 5） 不良行為少年とは，少年警察活動規則第 2条に規定する，非行少年には該当しないが，飲酒，
喫煙，深夜はいかいその他自己又は他人の徳性を害する行為（「不良行為」）をしている少年を
いう。
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